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学 習 指 導 略 案
日　時
学　年　　　　　　人数  

教科名 社会科（歴史的分野） 指導者名 〇〇 〇〇 

題 材 北方領土問題について考える 本  時 １／１ 
本時の 
学習目標 

・ 北方領土が日本固有の領土である理由について，条約の比較・分析を通して考察する。
・ 北方領土返還に向けてどのような取組が必要か，政府，国民の視点から構想する。

過 程 主 な 学 習 活 動 形態 指導上の留意点※こだわりの視点 教師の発問と生徒の反応 

課
題
把
握

動
機
付
け
（
５
分
）

１ ２月７日は何の日か，北方領
土返還運動の写真から考える。 

２ ロシアの北方領土に対する発
言から生徒に疑問を持たせる。 

３ 本時の学習課題を設定する。 
 

            
 

個 

・ 写真から，北方領土
返還運動が活発に行わ
れていることを確認さ
せる。

・ 2022年10月にロシア
が日本に対して通告し
た内容から，生徒に疑
問を持たせる。

※ 視点１ 
生徒の疑問から設定

する学習課題 

T:２月７日は何の日でしょう。 
S:北方領土の日だね。ロシア
に占領されている状態が続
いているね。 

T:ロシアは，日本との平和条
約締結交渉が不可能である
と宣言しました。 

S:北方領土問題を解決につな
げるためには，どうすれば
よいだろう？ 

T:学習課題を設定しましょう。 

課
題
追
究

情
報
収
集
（
２０
分
）

４ 北方領土に関する４つの条約
の内容について確認する。 
 

個 

・ 条約が結ばれた時代
や内容等について確認
させる。

・ これらの条約には，
北方領土に関する内容
が含まれていることに
ついて確認させる。

T:予習を生かして考えていき
ましょう。 

S:それぞれの条約には，北方
領土に関する内容が含まれ
ているんだね。 

５ それぞれの条約の内容をもと
に，北方領土がどの国の領土か
確認する。 

グループ 

・ ロイロノートの共有
ノートを活用する。

※ 視点２ 
複数の資料を通した

協働的な学び  

T:北方領土がどの国の領土か
考えましょう。  

S:どの条約を見ても，北方領
土は日本の領土だね。 

S:サンフランシスコ平和条約
にロシアが調印していない
から未確定の領土があるね。 

理
解
深
化
（
１５
分
）

６ ロシアの主張について確認す
る。 

７ 日本の主張はどれくらい正し
いか。理由を含めて考える。 

グループ 

・ 対日参戦で獲得した
領土であると主張して
いることを確認する。

・ ５で学んだことを基
に考察し，ロイロノー
トの共有ノートでまと
めさせる。

T:ロシアはどうして自国の領
土と主張しているのでしょ
う。 

S:戦争で獲得した領土だと主
張しているんだね。 

T:日本の主張はどれくらい正
しいでしょうか。 

S:条約の内容から，日本の領
土だと思う。 

課
題
解
決

ま
と
め(

１０
分)

 

８ 元島民の方の話を聴き，返還
に向けてどのような取組が必要
か考える。 

個 

・ 北方領土問題は一部
の問題ではなく，国全
体の問題であることを
再認識させる。

・ 他人事ではなく自分
事として考えさせる。

T:返還に向けてどのような取
組が必要か考えましょう。 

S:政府は引き続き交渉を続け，
国民は理解を深めることが
大切だね。 

S:自分事として考えていくこ
とが大切だね。 

評価 

・ なぜ，北方領土が日本固有の領土であるか，条約の比較・分析を通して考察できたか。
【思考力・判断力・表現力等】 

・ 北方領土返還に向けた方策について，政府，国民の視点から構想できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】 

【学習課題】 
北方領土問題を解決につなげ

るためには，どうすればよいだろ
うか。 

政府：交渉を続けていく 
国民：北方領土問題について理

解を深める 

(1) 日露和親条約
(2) 樺太・千島交換条約
(3) ポーツマス条約
(4) サンフランシスコ平和条約
 

【鹿児島県】 




